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多文化主義の教育について
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はじめに
今日のアメリカ合衆国を築き上げ，発展させてきたのは抱ならず， WASP (=White， 
Anglo-Saxon， Protestant)そのものであるという，霊史的な事実と同時に社会的な常識とな
って来たことがらが， 21世紀を迎えようとしている今，特に政治， f_士会の世界では大きな変
化が起っている。しかし，すでにその兆しは 1960年にあったといえるかも知れな(.，'0アメワ
カ合衆国が従来の常識を打破する状況を実現してしまったが，この詩点で， f涯にアメリカ合衆
~H土新たな時を迎えた。そして時代精神としてもその変革の持の到来を受け入れた。ジョン
F. ケネデイが大統領が選出されるに到ったアメワカ合衆国は， Non-WASPへの抵抗感がな
くなったと言うよち辻， 1960年代以時，新しい政治思想、が待望さえされていたために， I新し
い時代Jに入ったのであるh 即ち，現在の社会一般の抱く民族的な方向を問う状況とは大き
く異なると言える。 1960年は確かにアメリカ合衆国にとっては大きな変革の持であったc こ
の約 50年慢を振り返ってみると，アメリカ合衆国の民族についての既成概念とし寸意味に於
いてはアメリカ社会の藍史が軌道を変えた と言っても良いほどに新たな方向を模安してきて
いるのが現実である。
政治世界に限れLf，成功を勝ち得たアメリカ入の生活の中で，民族性や宗教の果たす役割が
非常に希薄になったために， I自人プロテスタント」以外の「ホワイト・エスニックjは，従
来は民族性のみを理由に，政治的指導者暑から締め出されてきたと言うのが否定しようのない
現実である。 例えば，ギリシャ正教会のメンバー，そしてその妻がユダヤ人であるマイケルデ
ユカキスは， 1988年の大統領候捕となった。また 1992年に行われた大統領選挙に際しては
大統領侯補者として名前が上が均 本人が国辞をしたものの 一時は民主党の最有力候補と目
された当時のニューヨーク州知事マリオクオモはイタリア系であったし，更には 2000年の大
統領選挙においては，民主党大統領候捕ゴア氏はユダヤ教徒 1)ーパーマン氏を副大統領候補に
指名をした。これによって大統領選挙に於いては幅広い国民暑の支持が得られる見通しになっ
たと言う G さらに言えば，今までは一向に関心を示さなかった共和党さえも‘その大会で黒人
や女性を演壇に登場させて，マイノリティー重視の姿勢を打ち出したむこのことは，まさに
「多様性jを考えの中に入れずにアメ 1)カ合衆国を位置付けることはできない時代となってい
ると言う証左に他ならない。
現実のアメリカ社会の人種の多様化の伸展を見れば従来の政治的な取組み方では対処出来な
いことは明白である。備えば，カリフォルニアチト|を例にあげれば， 1970年に辻白人の人口は
全体の 70%であったが， 2001年には 50%を割り込む事態になるということを統計が示して
いる2)。このことはひとりカワフォルニアナI-lに眼らずアメリカ合衆国の多くの地域に言えるこ
とである。少なくとも，今までにもまして致治的な政策に浪らず，社会的な新しい方策を考案
し，実施する必要に迫られていることは言うまでもない。
A. トクヴイルがアメリカを異に見て)寄り，書き上げた「アメリカの民主主義JDemocracy 
in Americα(1835-40)から援に 160年の歳丹が流れたc その時代と現在では技術の進歩，
経済の規模に限らずあらゆる意味でまったく異なる時代である。しかし，国や社会の基本的な
性轄についてはさほど変わっていないとも言える。すなわち 人間の根本に触れる問題は今も
昔も再じ悩みを抱え，一屠尽きない悩みが覆っている針。平等の問題に関して言えば，世界中
が先鋭化し，平等についても，一体何が真に平等であるか繰り返し議論が続く。人聞の意識は
変わらず，平等の裏返しは差別であるとの認識に到るその道は遠い4)。
この論文では「多様性jを以てアメワカ合衆国を位置付ける持 その社会が新たな対処を追
られている現実を多文化主義を通して見つめ，ことに，今一部で実施されている霊史教育の方
向性に検討を加えていくことを目的とする。
1 
人間が人関である限りにおいて本来的に持っている権利がある。しかし乍ら，何れの時代に
もその権利辻主張できるものではなかった。例えば，多くの場合，国家という権力の下で，1IQ!
入の如何なる権利も否定されたことがあると言う事実は歴史が雄弁に物語っているむアメリカ
合衆国では 1950年代から 1960年代を境にして「権利jが主張出来ると言う認識が一般的に
なり，更に進んで色々な時，色々な集団が，色々な人々の権利を主張する気運ができ上がった
と考えるのが妥当である。少なくとも，近代患想としての「基本的人権jの声高な主張が可能
になった5)。震史を振り返る時，アメワカ合衆国は多岐に亙って「多様性Jこそがキーワード
であることには間違いないc その「多様性jが持つ意味は多民族，多文化であるが，思想とし
ての「多からなる-Jではなくて，現実の問題として6)，社会そのものが多民族の集合体であ
る人々がいて，その人々の持つあらゆる意味の多文化の上に生活を営む社会がある。この社会
は当然一つの国家の中に実在している。
思想として，入は誰でも生命，自由，幸福の追及などの権利を持っていることは言うまでも
ない。勿論，アメリカ合衆国において，制度などを含む一切のもの，法律も憲法も犯すことの
出来ない権和である基本的人権を個人が その社会枠制の中でも主張出来るようになるために
は多くの時間とエネルギーが必要であった。政治とは制度である c また，人間の性として，異
質なものに対して，敢えて言えば， i生理的jに反発を感じるのが通常の姿である。常に人間
は，必ずしも f理性的jな存在でないため「理性的Jに行動するとは誤らない。むしろ，必要
以上に「非理性的jであることの方が多く，そのために悲劇を産むことにもなる。具体的に
は，自分とは異なる言語を使用し，異なる宗教を信じ，異なる嵐裕習慣に従う人々が閉じ地理
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的な地域で生活を営み，同じ政治的な主権に従う E常に起ることは，平和よりは混乱と闘争に
発震しかねないことだってある c
H. キタノが如何に人間が f理性的jに行動をしないかと言うことに関して一つのエピソー
ドで明快に説明しているのは注目に値する7ic 第二次大戦中の事柄に関しては多く「後論議」
がなされているが次のエピソードは真理を表わしているものと言える c 日系人の強制収容問題
で辻枢軸国側のイタリア系の人々の取扱iままったく違っていたことは事実である c これは何に
起因するのかは「非理性的jなことであること辻悲しい。 18系人の中には一人もデマジオが
いなかったから悲劇を招いたjと言う。この事実はつい軽んじたり，見過ごしたり出来ないこ
とであり，人聞が犯す過ちはこれと同列のことが多いのも否定できない8)c
ただし，人間本来の性は人智に打ち勝つこともある。人間の本能は人間の知恵が克服する筈
であるが，現実には， 1可れかが共通の目的によって人々を結び付けるのであれば，妥協が導き
入れられることもある。むしろ敵対心が人々を離ればなれにし，梧反Eし合うようになること
もある c ほとんど例外なしに，何れの文明国に於し￥ても，しかも比較的安定した匡に於いてさ
えも，民族的，人種的な深刻な問題に車面していると言うのが現実がある。しかし，一方，ア
メリカ合衆国が今吉に到るまで，一切の共通する民族的起源を持たないままで，ある意味での
一体性を保持し続けたことの理由，ないしその原因は，最初から多民族の国家であったという
ことが大きいので;まないだろうか。一手本イとは多民族を前提としての臣家の営みをしてきたし，
常に物理的な意味に限らず，精神的，心理的にも新しい fフロンテイアーjを設けるることで
前向きに，只管「明司jを夢見る方向性を設定してきたことにある。そして可現在のアメリカ
人は実に多種多禄な「血jの混ざりあいの中からアメワカ入と呼ばれる f人種」が生まれたっ
その間，取りも重さず，多くが WASPに倣うと言う認識を持って生活を営み，個人が権利の
主張をするという発想を持とうとすることが出来ない状況の歴史的経韓があった。
アメリカ人になることを期待し それを何の抵抗もなしにアメリカと言う新天地に到来して
きた人々は自らの過去との決別をはかり，古いものを捨て去り，新しいものへの憧れと期待を
胸に未来を夢見たのである。従って，アメリカ人になることを受け入れていた人々は，過去か
らの離脱，過去からの解放，結果として過去の忘却をさえ願ってアメリカの地に到来した910
例えぜ，移民としてアメリカの地へ渡った日本人にしても，またアイルランド人にしても，む
しろ過去との繋がりを意識的に断ち切ることを望んで新しい世界へ渡与，生活を強め，その地
を f故郷j と呼ぶことを選び" I忘却jをも巨的とさえした人々がいたことが歴史的事実であ
る10」従って，共通基盤となるものは，必ずしも民族的な，文化的な，宗教的なものではな
くて， Iアメリカ人jになることであったとも言えよう c しかし，現実には人種的な偏見に詔
因する悲劇が起る。アメリカ合衆国が建国以来掲げてきた理想は確かに矛盾をはらみ，今日的
な病原でもあると看殺される人間の性であることは間違いないc
建国以来，アメリカ合衆国が是認をしてきた奴隷制震に発する問題は「アメリカ人jになる
ことを希求することを目的とした，と言うアメリカ合衆国の在り方からすると大きな問題を辻
らんでいたのである。日本人移民にしても，アイルランド人移民にしても，当然のことながら
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自らが「忘却jを希求してアメワカ合衆冨へたどり着いた11)。一方，アメリカの土地では， 1619 
年を始まちとする奴隷の人々，部ち黒人(=アフリカン・アメワカン)の人々の到来，及び先
生民としてのネイテイブ・アメリカンの人々の身の上には，各々に「アメリカの悲劇Jが起
る。黒人(=アフリカン・アメワカン)の人々，ネイテイプ・アメリカンの人々はアメリカの
地を選んだのではなかった。例外なく他の民族集団の人々は求めて新天地へやって来たことと
は全く事情が異なるc 自らが好んでアメワカ人になったわけではない12)0r忘却jを選ぶので
はなくて，元々携えても来ることさえ出来なかった文化，言語などに関しては定かではない。
酉アフリカ海岸へ追い出された時既にその人々は共通する言語もなく，共有してきたはずの文
化もまなく，蕪理やりに大西洋を渡ることになった。その関に共通語らしきものを組み立ても
したが，決してお互いのコミュニケーションのためではなく，あくまでも奴隷貿易商人との意
思の疎通をはかる道具として身にっけなければならないものであった。また，ネイテイブ・ア
メリカンの人々について言えば， ，まぽ白人が到来するようになるまでの 1600年頃までは，そ
れぞれの部族単泣では平和のうちに生活を営んで来たはずの人々はヨーロッパからの白人によ
って日常が一変したと言うべきであるむ結果として，そのネイテイブ・アメリカンの人々は多
くの異なる部族に嵩する人々であることに加えて，共通する言語を持っていなかったためにお
互いの意思の疎通も出来なかった。更に悲劇的なことには，備えば土地問題について言うと，
一切，西欧的な土地所有の考え方を持ち合わせなかったために，多くの場合，対告人との交渉
事は全て理解しないままで白人の思惑通りに行われ，悲劇を生むことになった1針。
黒人(=アフリカン・アメリカン)の人々及びネイテイブ・アメワカンの人々に共通する事
柄を考えるとき， r悲劇jがキーワードになる。アメリカと言う国は個人からなる国ではなく
て，集団の形成する国であると言うこと，民族性こそが自己確認の出来る体験であると言うこ
となどをそのままこの人々にどのようにして当てはめていくことが出来るのか問題である。ア
メリカの社会のなかで共通する民族性を問う時に，前者は人種的に統合は出来るが決してそれ
が自己確認の拠り所とはならない。後者辻建国の当初から「国民jとしての扱は受けていな
い。「敷jないし f外国人jのカテゴリーの分類さえされていたと言う事実はその後にどのよ
うな修正が行われても「悲劇jの最大の典型である14)。
2 
アメリカ合衆国の人口は嘗てなく異質になっていることは事実である 9 果たして，アメリカ
合衆冨は借入からなる国であるというよりは，民族集団を単位として成り立ち，民族性こそが
自己存在の確認できる素地であるとの主張は アメリカ社会の一体化ないしは統合との関連で
捉える時，人間の本来的な方向性を失うことにもなると考えられる c 民族註を中心に据えて行
われる多民族主義の霊史教育を押し進めて行く上で民族を単位として考えるにあたり，ある程
度辻有効であるかも知れないが むしろ方向性を誤らせるようになることが危慎される。同化
を指向するよりは分裂に導くことを意図し，統合を分離する方向に導くことが教青的にどれほ
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どの効果，成果を奮すか疑問視せざるを得ない15)。このことがアメリカ合衆国と言う国の目
的の理解に影響を及認すことになりかねない。例えば，政治理念について言え;え現実よりは
理想の姿を提示しながら，現実の理解を促すことが肝要ではないだろうか16i〉
アメリカ合衆国は繰り返し大きな変革を求められる事態に遭遇して来たc その中で移民の問
題が最も大きいこと泣言うまでもないの 19世紀の後半，南北戦争経結から第一次世界大戦ま
での間，部ち約半世紀の間にはそれまでの総人口をも凌ぐ移民が到来した。ヨーロッパの国々
からの「新移民J，ままたもや異なる習慣，衣装，言語，宗教など一切のものが従来の国民にと
って不安を呼び起こすことになった。大きな変化は大きな不安を生みだしたりこの変化に対延
し得たのは各々の移民の人々が民族的に統ーされていたのではなく，アメリカの地に新たに到
来の意図，日的が共通であったからに他ならな ly'o その結果として，アメリカ社会はメタフア
ーに恵まれたc それぞれのメタファーが一つの信念，信仰にさえ理解されると言う機能を果た
したことも事実である。その結果 「神がアメリカ人を喜IJりつつあるのだ!ーと鼓舞さえする
い一つの方向笠を[神jに求めたとも言える c しかし，1.ザングヴィルの劇「るつ;む The
Melting Potの楽観的な結末は理解できるが，むしろ英国中心主義への適応のために異なる民
族の素賞さえも抹殺さえされかねない事態、を危慎するの辻アングロ・サクソン系の人々の関に
さえ聞かれた17」西欧世界の移民の人々に限らず 現実問題として山田太一氏の脚本 fアメ
ワカ物語J(1974)のフィナーレのエピソードは象徴的に示唆に富んでいる。日系一世の祖父
が孫娘に「どの結婚も祝福するが，黒人との結婚は許すわけにはいかぬ!Jと言い残してこの
世を去る。孫按辻握父の顕v¥に反する行動をとることで幕は下りる c 事実， B系人と黒人の婚
娼は統計的にも非常に抵い i%Jではあっても，出国太一氏の物事の本質を兎抜く，鋭い眼力
を評緬しなければならなし~再故かと言えば，このことは現実のアメリカ社会で進行している
からである。
構造上の同化の大きな指標であるとも言える混血について言えば，日系社会を例にとるまで
もなく三世，四世の世代であり，構造河化は益々急速な進展が晃られる。このことは日系人だ
けに限って言えるのではなくて，寧ろアメリカ社会の人種の障壁がかなり抵下してきている現
象富で見られる諸々の要素の副産物でもある G アメリカ社会全体の講造的同化こそが，各々の
民族的アイデンティティ喪失に繋がるのではないかとの危慎もある c しかし，本来的にはアメ
ワカ社会とはそういうものであるはずではないか。ひとり日系人の人々に張った現象ではなく
て，ホワイト・エスニック，ユダヤ人などすべてに共通したものと言える 18」ただし，民族
としての一括謹めにすることを軽率に取り扱うことについては慎重でなければならないc 唯単
に，スペイン語を共通語とするだけを理由にとスパニックス (Hispanics) と一埋めすること
が非現実的であることに留意しなければならない目、同じことがE系人に限らず，中国系，
韓国系，ベトナム系の人々を一括りにして一つのエスニック・グループと見る発想は最に慎ま
なければならない20」
誰でも先祖を選ぶことは出来なしL しかしながら衣援を，政治を，配偶者を，宗教などであ
れば選ぶことが出来る。上述の日系人三世の孫殻辻墾父を選ぶことは出来なし九しかし，選ぶ
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ことの出来る新しい生き方を岳発的に選んだ。選ぶことによって三世の孫娘が手にしたのは新
しい世代の人間としての在ち方である。孫娘が祖父を変えることは自らの存在を否定すること
に也ならないし，それはあ乃得ないことである。アメリカ合衆冨で生きている人々であれば誰
もが身体のなかに流れる血を変えることは出来ないと言つ現実の認識をして後，選ぶことの出
来るのは ib凶terlifeJを求めて生きる選択をして，新たなる歩みを始めるという現象であ
る。関塞の因人になるのではなくて，可能な限り より良い現実を創り出すことに向かう機会
を与えられる権利がある21)ことの認識こそが共通感覚として重要である。
3 
一方，多民族的多様性こそがアメリカ合衆国の文明を豊かにすると言う考え方をする哲学者
ホレス・カレンのことばに絞れば アメリカ合衆国の社会は人智の及ぶ摂りの理想を目指す制
度を造り上げる統一体としての共和国である限り，前提としてのi日いものに国われる必要がな
いむ fサラダボウル社会jないし「モザイク社会jと言う言葉はアメリカ社会の諸層を適切に
表現していると言う錯覚に焔らせることがある。民族集団が独自の文化を持ったまま混在する
社会の形成が考えられるし また独自の文化は十分に尊重されなければならないことは言うま
でもない。何れの文化も独占的に支配することを拒否する社会でなければならない。しかし，
PC (=political correctness)が極端に走りすぎることによって少数派に対する配慮を求める
ものとすれば，少数派の自己主張を容認する危険も有ち得る。この危険に傾くかも知れない多
文化主義的な考え方は避けなければならない。具体的には，性差別に関してはフェミニズムの
立場から発言し22)行動をすることも認められなければならない。また黒人(=アフリカン・
アメワカン入ネイテイブ・アメリカンなど少数派の権利を羅護する多文化主義を否定すべき
ではないが，最近，この動きがアメワカの大学で大きな影響力を持つようになってきた針。
これまでの西洋文化偏重のカリキュラムを多文化主義のカワキユラムに変えた大学もあるが，
そのためにしばしば過ちを犯す結果となるのは，民族狂信主義に転化してしまう危険性があ
り，急進主義に伴いやすい不寛容と相待って PCが学問の自由や言論の吉由の脅威になって
いることも否定出来ない2針。
確かに，アメリカでは白人移住者はネイテイブ・アメワカンを組織的に僻地に押し込み，土
地を奪ったし，アフリカン・アメリカンをプランテーションで奴隷として働かせる目的でアメ
リカへ連れて来たし その後においては奴隷解放はしたものの，決してその人々が自らの人生
を切り開くに足りる在自由の身iこしたので;まない。結果として三流市畏におとしめることを狙
う意図があった針。この事実は否定できないが，非西致的，非白人的なものだけを霊史とし
て取り上げるカリキュラムは果たしてどれiまどの教育的錨値を高めるかについて辻疑問視しな
ければならない。事実と真実は霊史から排除することは出来ないが，偏った意見と考えを持っ
て暴走するあまり，そこで創案されたカリキュラムで教育を受けた非白人系の生徒が，将来的
に真実を知る機会に室面した時の損失は計り知れないばか乃か，教育を受ける時に偏りの非西
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欧的，非白人的な歴史教青がどれほど人格形成に寄与するか疑わしい26)。自尊心を高めるよ
りは狂告的な誇張まで登場する竪史教育は害あって利するものはな¥，.。言い換えれば，自民接
の優位性誌教育に一時的には機能する可龍性;まあるかも知れないが，むしろ他民族を蔑むこと
を奨励しないまでも，誘発する可能性を持うている。
歴史教青を行うに捺しては，竪史を治療などの子段として利用することは涯史の堕蓄を意味
することに他ならな¥"0極端に突き進むことの危険性は f独特の文化様式jを誇張することで
ある。芸指一般にも言えることだが，例えば文学に限って言えば，女流作家，ないし女流文
学，黒人作家，或いは黒人文学などの分類には妥当性がないことを理解しなければならないc
それだけにとどまらず，文学そのものを否定さえする発想でもある。すなわち，そのことか
ら，黒人の歴史以黒人をおいて抱に書けないし，黒人にのみが教えることが出来る，などの意
見がまことしやかに横行する危険性がある。これに対しては黒人は里人以外の竪史，黒人以外
の文学については書くことも教えることも畠来ないと言う論理さえ或与立つことを想起しなけ
ればならない。文学についても，女性による作品，黒人による作品，司本人に依る作品等々に
ついてどれ程の矛君をはらんでいるか容易に理解できる G
R. タカキによると J.W. ジョンソンが企画した[アメリカの黒人詩集JAmerican Negro 
Poetry (1930) に詩人 J. トウーマーに侍編かの詩を掲載する許しを請うたが，次のような
言葉を以って断わったというっ f立の詩は黒人の詩ではな¥"0散文も同禄である c ……-較的‘
な人種ないし民族に関する限り，私の詩は薪しい人種，ないし民族を生み出したここアメワカ
における人種混合の結果生まれたものである G 我々 iまこの民族を……アメリカ人と呼ぶのが良
しリと言ったことは非嘗に示唆にとんでいる c しかし一部の民族中心主義者の人々の間には矛
盾に対して，また危険性に百を向けないことが多い27io
結びとして
従来のアメリカの歴史辻白人，そして男性中心，さらに WASP中心，西欧中心であったこ
とに対して反動としての「竪史の見亘しJ，i霊史の書き直しjとして提議されてきた。主主ay・
flower号に始まる米国史にはネイテイブ・アメリカンもアフリカン・アメリカンも歴史の担
い手として登場することはなく，ことに歴史家が打ち捨ててきた分野，特に少数派，女性，カ
ト1)ック教徒，その他の人々の社会的実献の評価は積極的に行われている。しかしながら，こ
こで偏りをもたらすことは何としても避けなければならない28jo 
歴史の日的{まある特定の集団の自尊心に奉仕するためにあるのではなくて，世界とその世界
の過去の客観的な理解であり，事実を分析し，判断し，将来にわたる展望でなければならな
い。従って，異なる文化と伝統に対する限りなき尊敬を払うことであり，自虫な霊史の中に真
の姿を求めることを可能にするだけの寛容さがなければならない(29;。即ち，アメリカ文化が
ヨーロッパにその起源を持つことを否定することは歴史を鵠ることにはかならないとも言え
る。すべてのアメリカの人々が立派な答え見い出し，限りない未来への希望が抱けることを顧
7 
望するとき，それは「やはりアメリカ人というまったく新しい人間の存在は，あらゆる国籍の
個人が融合して出来ている新しい人種であるj と規定することがi日くて新しい考え方ではない
だろうか。変化を追及する態度はアメリカ社会;こ潜在的にある存性である。変化は改善と発展
と成長に繋がるものであると夢見ることがアメワカの姿である。アメリカ社会の成員は常に最
善を尽くすことが義務であると看散されている30)。
注
1 )松尾式一:i民捺から読みとく『アメワカJp. 121 
2) 2000年大統領年頭教書
3) Tocqueville， Alexis de: Democraり inAmericα， vol. 1， pp. 352-353 
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